
建水分神社・中津神社秋祭り

　10月18・19日、実りの秋に感謝する建水分神社および中津神社の秋祭りが盛大に行われました。18日の本宮では、
建水分神社の御旅所「比叡の前」に御神輿を先頭に19台のだんじりが宮入りしました。
　また、中津神社では、だんじりが宮入りした後、境内にて子ども達の健康を祈願してホテイ相撲が行われ、500年
の歴史を誇る獅子舞が奉納されました。
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会 計 別 歳 入 歳 出 決 算 状 況

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

規
模
は
、歳
入
29
億
３
４
２
２
万
円
、

歳
出
28
億
３
３
４
４
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
歳
入
で
１
億
９
５

０
９
万
円
（
▲
６
・
２
％
）、
歳
出

で
２
億
１
１
３
万
円
（
▲
６
・
６
％
）

そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
歳
入
の
減
少
に
比
べ
歳
出

の
減
少
が
少
な
か
っ
た
た
め
差
引
額

は
１
億
78
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
も
９
７
８
１
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
13
億

８
７
９
万
円
で
、
前
年
に
比
べ
２
５

２
７
万
円
（
２
・
０
％
）
増
額
と
な
っ

た
も
の
の
、
村
税
が
１
８
１
３
万
円

（
▲
３
・
２
％
）
の
減
収
と
な
っ
た

ほ
か
、
職
員
退
職
に
伴
う
退
職
手
当

債
や
中
学
校
給
食
開
始
に
伴
う
学
校

施
設
等
整
備
事
業
債
な
ど
が
減
少
し

た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
債
が
１
億
８

４
３
６
万
円
（
▲
33
・
9
％
）
の
減

や
府
支
出
金
５
５
７
７
万
円
（
▲

28
・
2
％
）
の
減
な
ど
に
よ
り
、
歳

入
全
体
で
も
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
、村
税
や
手
数
料
、

負
担
金
な
ど
村
が
自
主
的
に
調
達
で

き
る
自
主
財
源
は
収
入
全
体
の
25
・

8
％
と
４
分
の
１
し
か
な
く
、
地
方

交
付
税
や
国
・
府
支
出
金
な
ど
の
依

存
財
源
は
74
・
2
％
と
、
そ
れ
ら
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
が
続
い
て

お
り
、
決
し
て
安
定
し
た
財
政
基
盤

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

歳
出
で
は
、
退
職
手
当
の
減
に
よ

る
人
件
費
の
減
や
防
災
行
政
デ
ジ
タ

ル
無
線
整
備
事
業
、
中
学
校
給
食
導

入
に
伴
う
配
膳
室
等
整
備
事
業
な
ど

の
普
通
建
設
事
業
費
の
減
が
大
き
く
、

歳
出
全
体
で
も
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
見
て
み
る
と
、
民
生
費

が
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
増
や
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
費

用
な
ど
で
１
１
２
７
万

円（
１
０
１
・
８
％
）増

と
な
り
ま
し
た
が
、
消

防
費
で
は
防
災
行
政
デ

ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業

の
減
が
大
き
く
、
１
億

７
６
７
１
万
円（
▲
55
・

２
％
）の
減
や
総
務
費

で
退
職
手
当
２
８
０
１

万
円（
▲
４
・
４
％
）の

減
な
ど
に
よ
り
歳
出
全

体
で
も
２
億
１
１
３
万

円（
▲
６
・
６
％
）減
と

な
り
ま
し
た
。

【
下
記
円
グ
ラ
フ
参
照
】

中
学
校
給
食
導
入
事
業

幼
稚
園
・
小
学
校
と
同
様
の
完
全
給

食
を
実
施	

９
１
４
万
円

消
防
団
車
両
更
新
事
業

各
分
団
に
配
置
し
て
い
る
消
防
車
両

２
台
を
更
新	

７
７
７
万
円

防
災
対
策
事
業

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
設
置
、

避
難
所
に
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
な

ど	

６
９
７
万
円

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　
　

中
学
校
卒
業
ま
で
入
院
・
通
院
費
用

の
一
部
助
成	

１
１
９
６
万
円

一般会計決算状況 （単位：万円）

                    
会計別

　
区　分

歳 　 入 歳 　 出 差 引 額 実質収支

一般会計 29億3,422万円 28億3,344万円 1億78万円 9,781万円

特別会計

国民健康
保 険

事業勘定 9億4,082万円 8億8,459万円 5,623万円 5,623万円

施設勘定 1,179万円 1,179万円 0万円 0万円

介護保険 6億499万円 5億9,629万円 870万円 870万円

後期高齢者医療 8,178万円 8,153万円 25万円 25万円

下水道事業 2億310万円 2億310万円 0万円 0万円

金剛山観光事業 1億119万円 7,838万円 2,281万円 2,281万円

合　　　計 48億7,789万円 46億8,912万円 1億8,877万円 1億8,580万円

歳入

歳出

29億3,422万円

28億3,344万円

自
　主
 財
　 源
　　25.8％

　　　依
　　存
　 財
 源
74.2％　　　　

村税
54,551
18.6％

地方交付税
130,879
44.6％

総務費
61,337
21.7％

民生費
63,807
22.5％

その他
21,124
7.2％

議会費
7,070
2.5％

国・府支出金　38,490
13.1％

その他
12,424
4.2％

村債
35,954
12.3％

土木費　18,937
6.7％

衛生費　24,228　8.6％

農林水産業費　4,050　1.4％

消防費　14,314
5.1％

商工費　3,236　1.1％

公債費
45,380
16.0％

教育費
40,626
14.3％

災害復旧費
359
０.１％

平
成
25
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が
48
億
７
７
８
９
万
円
、

歳
出
が
4６
億
８
９
１
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
状
況

平
成
25
年
度
の
主
な
事
業
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基
金
（
貯
金
）
は
、
取
り
崩
し
を
し
な
か
っ
た
こ
と
と
剰

余
金
を
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
億

１
９
３
８
万
円
増
の
12
億
５
３
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
債
（
借
入
金
）
は
、
新
規
に
２
億
９
６
２
万
円
を
借
り

入
れ
た
の
に
対
し
、
元
金
を
２
億
５
７
４
７
万
円
償
還
し
た

の
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
４
７
８
５
万
円
減
の
30
億
２
３
５

２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

■健全化判断比率

※�比率が算定されないところは、「－（該当なし）」で表示しています。

■資金不足比率

　 千早赤阪村 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15％ 20％

連 結 実 質 赤 字 比 率 － 20％ 30％

実 質 公 債 費 比 率 15.3％ 25％ 35％

将 来 負 担 比 率 38.6％ 350％

　 千早赤阪村 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 －

20％下水道事業特別会計 －

金剛山観光事業特別会計 －

＝ 特別会計の決算状況 ＝＝ 水道事業会計決算状況 ＝
１．収益的収支（消費税抜き）
　収益は、1億5,886万円（対前年度比12.7％増）
でした。主なものは水道料金などで1億2,564
万円となっています。
　費用は、1億6,391万円（対前年度比10.8％増）
でした。主な内訳は、配水及び給水費で
2,158万円（対前年度比13.1％増）、総係費
で4,542万円（対前年度比27.7％増）です。
　この結果、本年度は505万円の純損失が
生じ、未処分欠損金として翌年度に繰り越
しました。

２．資本的収支（消費税込）
　主な事業は老朽管の更新工事に伴う実施
設計や配水管布設工事に伴う舗装本復旧工
事などです。
　収支差引での不足額3,765万円は、過年度
分損益勘定留保資金などで補てんしました。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率（上水道）

介　護　保　険

金剛山観光事業

下 水 道 事 業

国民健康保険

後期高齢者医療

0 20 40 60 80 100

水 源 依 存 率 
自己水  536,812㎥
（構成比 72.0％）

大阪府広域水道企業団水
208,010㎥（構成比 27.9％）

富田林市水　406㎥ （構成比 0.1％）

被保険者数	 2,213人
居宅サービス給付費
	 2億4,252万円
施設サービス給付費
	 2億4,151万円
地域密着型サービス給付費
	 2,665万円
居宅サービス計画給付費
	 2,241万円
住宅改修費	 380万円
福祉用具購入費	 127万円
特定入所者サービス費	 2,724万円
高額サービス費	 1,286万円
高額医療合算介護サービス費
	 140万円
給付費合計	 5億7,966万円
介護予防事業費	 75万円
包括的支援・任意事業費	 623万円
地域支援事業費合計	 698万円

加入世帯数	 1,108世帯
被保険者数	 2,012人
医療保険料	 1億3,881万円
（１人当たり保険料　68,991円）
医療費	 7億5,816万円
（１人当たり医療費	 376,819円）

診療所受診者数	 6,375人
村債（借入金）残高	 6,507万円

被保険者数	 955人
保険料	 6,135万円
（１人当たり保険料　64,240円）

　水分地区のマンホールポンプ設
備の整備などを行いました。
下水道普及率	 74.2％
村債（借入金）残高
	 12億6,041万円

　金剛山ロープウェイ整備工事
（曳索平衡索切詰および制御盤内
機器交換工事など）を行いました。
◦金剛山ロープウェイ
　運転回数	 7,692回
　輸送人数	 12万6,305人
◦香楠荘
　定員	 53人
　宿泊者数	 5,066人
　村債（借入金）残高
	 2,372万円

水　道　事　業　収　益 1億5,886万円
水　道　事　業　費　用 1億6,391万円
平成 25 年 度純損失 505万円

平成26年３月末現在 4億6,627万円

給　　水　　人　　口  　　5,798人
給　　水　　戸　　数  　　2,412戸
年　間　総　配　水　量  745,228㎥
年 間 総 有 収 水 量  626,750㎥

財
　
産
　
の
　
状
　
況

財
　
政
　
指
　
標

3



　人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、「千早赤阪村人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて公表します。

₁．職員の任免および職員数の状況
（1）採用・退職の状況

（2）部門別職員数の状況（各年₄月₁日現在）

＊��職員数は、特別職を除く全職員数（教育長を含む）であり、地方
公務員法の身分を保有する休職者、派遣職員を含み、任期付・再
任用短時間勤務職員、非常勤職員を除いています。
＊�区分のその他は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者
医療事業です。
＊平成26年４月１日付けの採用は３人です。

（2）職員給与費の状況（26年度一般会計予算）

＊�職員数は、４月１日現在の一般会計の一般職に属する職員（教育長を
含まない）の数です。
＊職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。
＊�給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））
の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいません。
＊給与費は当初予算に計上された額です。

（4）職員の初任給の状況（平成26年₄月₁日現在）

②地域手当（平成26年₄月₁日現在）

＊人件費には、特別職、議員などに支給される給料、報酬などを含みます。

₂．職員の給与の状況
（1）人件費の状況（2５年度普通会計決算）

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年4月1日現在）

（7）職員手当の状況
①期末手当、勤勉手当および退職手当（平成26年₄月₁日現在）

＊村の給与条例に基づく行政職給料表（一）の級区分による職員数です。

（6）一般行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在）

＊職員数、支給月額は一般行政職

人事行政の運営などの状況

＊�一般行政職とは、全職種から税務職、保健職、企業職、技能労務職、
教育職を除いた職種です。

平成2５年度
採用 10人
退職 ３人

部門 区　分
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由
平成2５年 平成2６年

一　

般　

行　

政

議　　会 2 2 0
総　　務 18 18 0
税　　務 4 5 　 01 欠員補充
民　　生 5 7 2 欠員補充、事務の配置換え
衛　　生 7 6 △ 01 事務の配置換え
農林水産 3 3 0
商　　工 3 3 0
土　　木 6 6 0
小　　計 48 50  02

特
別

行
政

教　　育 10 12  02 欠員補充
小　　計 10 12  02

公
営
企
業

会　

計　

等

水　　道 4 4 0
下　水　道 3 4 1 欠員補充
そ　の　他 7 7 0
小　　計 14 15 1

総　合　計 72 77  05

住民基本台帳人口
（平成2６年3月31日）

歳出額Ａ
（千円）

実質収支
（千円）

人件費Ｂ
（千円）

人件費率
（B/A）

24年度の
人件費率

5,826人 2,683,509 97,811 623,765 23.2％ 26.4％

職員数
A

（人）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費
（B/A）
（千円）

給　料
（千円）

職員手当
（千円）

期末・あ
勤勉手当
（千円）

計　B
（千円）

69 276,577 44,280 98,885 419,742 6,083

区　　分
千　早　赤　阪　村 国

初任給 採用₂年経過
後の給料月額 初任給 採用₂年経過

後の給料月額

一　般
行政職

大学卒 172,200円 185,800円 172,200円 185,800円
高校卒 140,100円 149,800円 140,100円 149,800円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 — — 353,367円
短大卒 — — 353,500円
高校卒 — — —

区分 ₁級 ₂級 ₃級 ₄級 ₅級 ₆級 ₇級 計
標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

主査
主任

係長
主査

課長
課長代理 課長 理事

職員数 12人 8人 2人 16人 17人 1人 2人 58人
構成比 20.7％ 13.8％ 3.44％ 27.58％ 29.3％ 1.7％ 3.44％ 100％

区　　分 千　早　赤　阪　村 国

期末手当
勤勉手当

（平成26年度支給割合）

村と同じ

　　期末手当　　　勤勉手当
６月期1.225月　　　0.675月
12月期1.375月　　　0.675月
　計　2.600月　　　1.350月

職務上の職階、職務の級などによる加算措置　有

退職手当

区　　分 自己都合 勧奨・定年

村と同じ
勤続20年 21.62月分 27.025月分
勤続25年 30.82月分 36.57月分
勤続35年 43.70月分 52.44月分
最高限度額 52.44月分 52.44月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
　　 　（２％〜20％加算） 村と同じ

支　給　対　象　地　域 全地域
支　　　　　　　　給　　　　　　　　率 ３％
支 　 給 　 対 　 象 　 職 　 員 　 数 58人
国 の 指 定 基 準 に 基 づ く 支 給 率 ３％
支給対象職員平均支給月額（26年4月平均） 9,600円

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成2６年₄月₁日現在）
区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 307,900円 40.9歳
技能労務職 332,500円 49.3歳

手　当　の　種　類 内　　　容
伝染病防疫作業従事手当 １日 1 , 0 0 0円
犬・猫死体処理作業従事手当 １件 1 , 0 0 0円

区　　　分 月額など

給料
村　長 650,000円
副村長 630,000円
教育長 520,000円

報酬
議　長 340,000円
副議長 320,000円
議　員 295,000円

期末
手当

村　長
副村長
教育長

６月期
12月期
　合計

1.90月
2.05月
3.95月

議　長
副議長
議　員

６月期
12月期
　合計

1.90月
2.05月
3.95月

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
３
期
（
６
月
分
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
６
月
25
日（
水
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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₇．職員の福祉および利益の保護の状況
（1）健康診断（平成2５年度）

₆．職員研修の状況（平成25年4月1日〜平成26年3月31日）
（1）村職員研修

₈．公平委員会での業務の状況（平成25年度）

（2）職員の福利厚生の状況（平成26年₄月₁日現在）

（3）おおさか市町村職員研修研究センター等への参加

（4）その他

（2）中部都市職員研修協議会、南河内郡職員研修協議会

₅．職員の分限および懲戒処分の状況（平成25年度）

₃．職員の勤務条件や服務の状況
（1）勤務時間など
◆勤務時間　午前９時から午後５時30分まで
　　　　　　１日当たり７時間45分勤務（休憩時間を除く。）
　　　　　　週38時間45分勤務
◆週 休 日　土曜日、日曜日
◆休　　日　�国民の祝日に関する法律に規定する休日および年末

年始（12月29日から翌年の１月３日まで）
◆休憩時間　正午から午後０時45分まで
◆休息時間　なお、勤務時間などは勤務場所により異なります。
（2）休暇制度など
◆年次有給休暇　�１年につき20日間付与
　　　　　　　　平成25年職員の平均取得日数は6.5日
◆その他の休暇　�病気休暇、特別休暇、介護休暇、育児休業な

どがあります。

④特殊勤務手当（平成26年₄月₁日現在）

＊支給月額は一般行政職

⑤時間外勤務手当（平成26年₄月₁日現在）

＊�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数として用いられるものです。
＊�平成24年度の（　）の数値については、国家公務員の時限的な（２
年間）給与改定特例法による措置が無いとした場合の参考値です。

（8）ラスパイレス指数の状況（各年₄月₁日現在）

（9）特別職の報酬などの状況（平成26年₄月₁日現在）

③扶養手当、住居手当および通勤手当（平成26年₄月₁日現在）

₄．職員の休業の状況（平成25年度）

区分 内　　　容 千 早 赤 阪 村 国

扶
養
手
当

配　　偶　　者 13,000円

村
と
同
じ

その他の扶養親族
6,500円

（配偶者がいない１人目　　　　11,000円）
（配偶者が扶養対象外の１人目　06,500円）

16歳から22歳までの子 （上記の額に加算）　　 5,000円
住
居
手
当

借家で家賃（12千円を超え
る額）を支払っている者 27,000円を限度として支給

通

勤

手

当

交通機関利用者 55,000円まで全額支給

自動車など交通用具
利用者ああああああ
（２㎞未満は、特に
承認した者のみ）

片道２㎞未満　　　　　 2,000円
片道２㎞以上５㎞未満　 2,000円
片道５㎞以上10㎞未満　 4,100円
片道10㎞以上15㎞未満　 6,500円
片道15㎞以上20㎞未満　 8,900円
片道20㎞以上25㎞未満　11,300円
片道25㎞以上30㎞未満　13,700円
片道30㎞以上35㎞未満　16,100円
片道35㎞以上40㎞未満　18,500円
片道40㎞以上　　　　　20,900円

一
部
異
な
る

手　当　の　種　類 内　　　容
伝染病防疫作業従事手当 １日 1 , 0 0 0円
犬・猫死体処理作業従事手当 １件 1 , 0 0 0円

支給対象職員平均支給月額 22,300円

区　　　分 月額など

給料
村　長 650,000円
副村長 630,000円
教育長 520,000円

報酬
議　長 340,000円
副議長 320,000円
議　員 295,000円

期末
手当

村　長
副村長
教育長

６月期
12月期
　合計

1.90月
2.05月
3.95月

議　長
副議長
議　員

６月期
12月期
　合計

1.90月
2.05月
3.95月

23年度 24年度 2５年度

ラスパイレス指数 90.5 99.1
（91.4）

105.3
（97.2）

前　年　比 △104.3 8.6
（0.9）

6.2
（5.8）

処分の種類 処分者数 処分の種類 処分者数
分　限　処　分 ０人 懲戒処分 減給 ０人

懲戒処分 免職 ０人 戒告 ０人
停職 ０人

研　　修　　名 参加人数
新規採用職員研修 ８人
法令（行政法・地方自治法） 10人
管理職研修 10人

研　修　名 参加人数 研　修　名 参加人数
管理職研修 ９人 新任課長研修 ４人
新任係長研修 １人 新規採用職員研修 ４人
面接官研修 １人 民法演習 １人
行政法演習 １人 接遇指導者養成研修 １人
地方自治法指導者養成 １人 政策課題研修 ３人
南河内男女共同参画社会研究会 ８人 人権研修 72人

研　　修　　名 参加人数
トップセミナー外８プログラム 17人

研　　修　　名 参加人数 研　　修　　名 参加人数
部落解放・人権夏期講座 ２人 子どもオトナ研修 ３人
地方自治制度勉強会 ５人

区　　分 受診者数 区　　分 受診者数

定期健康診断 92人
（臨時職員を含む） 各種がん検診 14人

区　　分 主な実施事業 構成人数
株式会社リラックス・コミュニケーションズ 福利厚生事業 85人
千早赤阪村職員親睦会 ウォーキングイベント・給付事業 83人

業務の種類 件数
職員の勤務条件に関する措置の要求の処理件数 ０件
職員に対する不利益な処分の不服申立ての処理件数 ０件

区分 取得者数 区分 取得者数
育児休業 ０人 育児短時間勤務 ０人
部分休業 ０人

　

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受
付
は
10
月
１
日（
水
）ま
で
で
す
。

　

申
請
書
は
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
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児
童
福
祉

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
ま
た
は
親
に

代
わ
る
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
身
を

傷
付
け
る
な
ど
、
子
ど
も
の
健
全
な

成
長
や
発
達
を
妨
げ
る
行
為
の
こ
と

を
い
い
、
子
ど
も
へ
の
重
大
な
権
利

侵
害
に
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
各
関
係
機
関
お
よ
び
団

体
が
連
携
を
密
に
し
、
適
切
な
対
応

を
行
う
た
め
、「
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
（
子
ど
も
を
守
る
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
を
設
置
し
、
虐

待
の
防
止
や
状
況
の
改
善
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

虐
待
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず

お
電
話
く
だ
さ
い
。
電
話
さ
れ
た
人

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

•

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
０
０
６
９

　

�

相
談
日
時　

平
日　

午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

※�

時
間
外
に
つ
い
て
は
、
警
備
員
が

担
当
職
員
に
連
絡
し
ま
す
。

〇
通
告
専
用
電
話

•

富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
㉕
２
２
６
３
（
児
童
虐
待
１
１

０
番
）

　

�

相
談
日
時　

平
日　

午
前
９
時
～

午
後
５
時
45
分

•

大
阪
府
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２（
２
９
５
）８
７
３
７

　
（
夜
間
・
休
日
虐
待
通
告
窓
口
）

•

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）０
０
０

※�

Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
IP
電
話
か
ら
は

つ
な
が
り
ま
せ
ん

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

保
　
　
険

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

郵
送
し
ま
し
た

　

11
月
１
日（
土
）か
ら
有
効
の
新
し

い
被
保
険
者
証
を
簡
易
書
留
で
郵
送

し
ま
し
た
。
送
付
さ
れ
た
被
保
険
者

証
の
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
古
い

被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
旧
証
の
返
却
は
不
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

ご
存
知
で
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
と
は
、新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
、

新
薬
と
同
じ
成
分
を
持
ち
、
安
価
な

医
薬
品
で
す
。

　

村
国
民
健
康
保
険
や
大
阪
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
皆
さ

ん
の
薬
代
の
負
担
の
軽
減
や
医
療
保

険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー

ル
・
カ
ー
ド

　

村
国
民
健
康
保
険
で
は
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」、
大

　村では、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）から送られてくる緊急
地震速報などの緊急情報を受信し、自動で防災行政無線より、村民の皆さん
へ伝達する体制を整えています。この度、全国一斉訓練が実施されることから、
村内に設置している防災行政無線のスピーカーから試験放送を行います。試
験放送ですので、皆さんは特に行動などする必要はありません。

（※）�Ｊアラートとは、地震や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星な
どを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

日　　時　11月28日（金）午前11時
放送内容　「上りチャイム音」→「これは、テストです。」×３回→「こちらは、

千早赤阪村です」→「下りチャイム音」

〈問い合わせ〉総務課

11月28日（金）
J アラート全国一斉情報伝達訓練
　

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
５
期
（
８
月
分
）
の
納
期
限
は
、
９
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
８
月
25
日（
月
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038

•村社会福祉協議会………☎�0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎�0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎�0321

富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」は
、被

保
険
者
証
や
お
薬
手
帳
な
ど
に
貼
っ

て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
や

薬
局
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
や
切

り
替
え
希
望
を
よ
り
簡
単
に
伝
え
ら

れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
年
２
回
程
度
、
新
薬
か
ら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
場
合
の
薬
代
の
軽
減
額
の
目
安
を

お
知
ら
せ
す
る
差
額
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

※�

す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・

灸
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
正
し
い
か
か
り
方

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師

に
よ
る
施
術
を
受
け
た
場
合
や
、
は

り
・
灸
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

受
け
た
場
合
で
も
、
す
べ
て
の
場
合

で
健
康
保
険
を
使
え
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
か
か
り
方
を
理
解
し
、
適

切
な
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の

施
術
を
受
け
た
と
き

　

健
康
保
険
が
使
え
る
の
は「
骨
折
・

脱
臼
・
打
撲
・
捻
挫
（
肉
ば
な
れ
を

含
む
）」
の
み
で
、
骨
折
・
脱
臼
は
、

緊
急
の
場
合
以
外
は
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。
単
な
る

肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
は
健
康
保
険
が

使
え
ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
）。

　

健
康
保
険
を
使
っ
て
施
術
を
受
け

た
と
き
は
、「
療
養
費
支
給
申
請
書
」

の
施
術
箇
所
や
回
数
を
確
認
し
て
か

ら
署
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同

じ
病
気
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同

時
に
施
術
を
受
け
た
場
合
は
健
康
保

険
が
使
え
ま
せ
ん
。

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・
灸
・

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け

た
と
き

　

健
康
保
険
を
使
う
た
め
に
は
、
対

象
と
な
る
疾
患
や
症
状
が
限
ら
れ
て

お
り
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
発
行
し

た
同
意
書
ま
た
は
診
断
書
が
必
要
で

す
。
単
な
る
疲
労
回
復
や
慰
安
な
ど

を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
疾
病
予
防

の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
健
康

保
険
が
使
え
ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同

じ
病
気
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同

時
に
施
術
を
受
け
た
場
合
は
健
康
保

険
が
使
え
ま
せ
ん
。

※�

柔
道
整
復
師
な
ど
の
施
術
を
受
け

た
と
き
は
、
必
ず
領
収
書
を
受
け

取
り
ま
し
ょ
う
。
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

年
　
　
金

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
！ 

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
人
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
取
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料

は
、将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
、10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、さ
か
の
ぼ
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ
る

と
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※�

追
納
の
申
込
・
相
談
は
近
く
の
年

金
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会

保
険
料
控
除
証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
さ
れ
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
１
年
間
（
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
納
付

額
を
申
告
す
る
こ
と
で
、
税
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
め
た

こ
と
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
、
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

人
に
は
、
平
成
27
年
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は
次
の
番
号

☎
03（
６
７
０
０
）１
１
４
４

※�

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
３
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

11
月
４
日（
火
）～
平
成

27
年
３
月
16
日（
月
）

受
付
時
間

•

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

•

第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

第
２
土
曜
日
以
外
の
土
曜
日
、
日

曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日（
月
）か

ら
平
成
27
年
１
月
３
日（
土
）ま
で

は
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）

日
は「
年
金
の
日
」で
す
！

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
い
た

だ
く
と
、い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、将
来
の
年
金

見
込
額
に
つ
い
て
、ご
自
身
の
年
金
記

録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
い
た
だ
く
か
、
近
く
の
年
金
事

務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http

：//w
w
w
.nenkin.go.jp/

n/w
w
w
/index.htm

l

平
成
26
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
8
期
（
11
月
分
）
の
納
期
限
は
、
12
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
11
月
25
日（
火
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

7



税

税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日（
火
）～
17
日（
月
）は
、

税
を
考
え
る
週
間
で
す
。

　

期
間
中
、
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や

役
割
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
税
務
行
政
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
で
広
報

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

税
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
詳
し
く

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
国
税

庁
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
税
務
署　

　

☎
㉕
３
２
８
１

固
定
資
産
税
４
期
分
の
納
税
は

12
月
１
日
ま
で
に

　

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
府
民
税
お
よ
び
軽
自
動

車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
併
せ

て
納
税
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

個
人
事
業
税

納
期
限

〇
第
２
期
分　

12
月
１
日（
月
）

　

８
月
に
第
１
期
分
と
併
せ
て
送
付

し
ま
し
た
第
２
期
分
の
納
付
書
に
て

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

第
２
期
分
の
納
付
書
が
見
当
た
ら

な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
を
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
場
合
は
、
納
付
書
は
送
付
し
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
間
の
税
額

が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、
第
２

期
分
の
納
付
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
心
・
安
全

な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
南
河
内
府
税

　

事
務
所
事
業
税
課　
☎
㉕
１
１
３
１

軽
自
動
車
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
平
成
27
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税

の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

《
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
》

　

平
成
27
年
４
月
１
日（
水
）か
ら
、

原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
車
お
よ
び

小
型
特
殊
自
動
車
の
税
率
が
次
の
表

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

《
軽
自
動
車
》

　

軽
自
動
車
の
税
率
は
、
平
成
27
年

４
月
１
日
以
降
に
新
規
登
録
を
し
た

新
車
に
つ
い
て
は
、
次
の
改
正
後
の

税
率
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
初
の
新
規
登
録
よ
り
13

年
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
、
新
税
率
に
さ
ら
に

約
２
割
上
乗
せ
さ
れ
た
重
課
税
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
（
車
種
や
購
入
時
期
に
よ
り
税

率
が
異
な
り
ま
す
）。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

年
末
調
整
説
明
会

　

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
を
対
象

に
「
年
末
調
整
」
お
よ
び
「
給
与
支

払
報
告
書
の
作
成
要
領
」
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
年
末
調

整
関
係
資
料
は
11
月
上
旬
に
発
送
し

ま
す
の
で
、
説
明
会
当
日
に
持
参
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
21
日（
金
）午
後
２
時
～

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
車
・
バ
ス
を
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
税
務
署

　

☎
㉕
３
２
８
１

日
時　

11
月
８
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
７
時

※�

「
夢
灯
り
寄
席
」
入
場
整
理
券
は

午
後
１
時
30
分
か
ら
配
布

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
９
日（
日
）

場
所　

下
赤
阪
の
棚
田
一
帯

内
容

○
棚
田
夢
灯
り
（
下
赤
阪
の
棚
田
）

•
�

３
千
本
の
灯
ろ
う
に
よ
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ

•

獅
子
舞
（
中
津
神
社
上
若
中
）

•

演
奏
（
村
立
中
学
校
吹
奏
楽
部
）

•

コ
ン
サ
ー
ト
（N

Y
O
RO

＆
梵
彩
）

•
�

棚
田
の
歌
発
表
（N

Y
O
R
O

＆
梵

彩
と
中
学
校
吹
奏
楽
部
）

○
収
穫
祭
（
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

•

約
30
店
舗
出
店
し
ま
す
。

•

野
菜
、
加
工
品
、
軽
食
類
の
販
売

•

棚
田
や
農
業
に
関
す
る
展
示
な
ど

○
夢
灯
り
寄
席
（
中
学
校
体
育
館
）

•

横
山
ホ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

•

桂
福
團
治
（
創
作
落
語
）

※�

「
夢
灯
り
寄
席
」へ
の
入
場
に
は
、

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
本
部
テ
ン

ト
で
午
後
１
時
30
分
か
ら
先
着
順

で
３
０
０
人
に
配
布
す
る
整
理
券

が
必
要
で
す
。
な
お
、
農
村
公
園

で
の
獅
子
舞
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
は

入
場
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

駐
車
場　

村
民
運
動
場
お
よ
び
赤
阪

小
学
校（
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
あ
り
）

来
場
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
送
迎
バ
ス

は
、
例
年
大
変
混
雑
し
、
乗
車
待
ち

が
１
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
予
測
さ
れ

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

村
民
運
動
場
か
ら
会
場
ま
で
は
徒

歩
約
15
分
で
す
の
で
、送
迎
バ
ス
混
雑

の
際
は
、徒
歩
移
動
も
検
討
く
だ
さ

い
。昼
は
棚
田
風
景
を
、夜
は
灯
ろ
う

を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
振
興
課

　イベント予定
13：30～　夢灯り寄席整理券配布

　〈無料・先着300人〉
　　　　（中学校グラウンド）

14：00～　開会式（中学校グラウンド）

14：30～　夢灯り寄席開場

15：00～　夢灯り寄席開演
　　　　　　（中学校体育館）
　　横山ホットブラザーズ・
　　桂福團治

16：00～　コンサート①　（農村公園）
　　中学校吹奏楽部

16：40～　獅子舞①　　　（農村公園）
　　中津神社上若中

17：10～　コンサート②　（農村公園）
　　ＮＹＯＲＯ＆梵彩

18：00～　獅子舞②　　　（農村公園）
　　中津神社上若中

農
耕
用

小
型
特
殊

被
け
ん
引
車

小
型
二
輪

軽
二
輪

原動機付自転車
車　

種

１
６
０
０
円

４
７
０
０
円

２
４
０
０
円

４
０
０
０
円

２
４
０
０
円

２
５
０
０
円

１
６
０
０
円

１
２
０
０
円

１
０
０
０
円

現　

行

２
４
０
０
円

５
９
０
０
円

３
６
０
０
円

６
０
０
０
円

３
６
０
０
円

３
７
０
０
円

２
４
０
０
円

２
０
０
０
円

２
０
０
０
円

改
正
後

ミ
ニ
カ
ー

125
㏄
以
下

90
㏄
以
下

50
㏄
以
下

営
業
用
貨
物

自
家
用
貨
物

営
業
用
乗
用
車

自
家
用
乗
用
車

車　

種

３
０
０
０
円

４
０
０
０
円

５
５
０
０
円

７
２
０
０
円

現　

行

３
８
０
０
円

５
０
０
０
円

６
９
０
０
円

１
万
８
０
０
円

改
正
後

金
剛
山
の
里　
棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭　
２
０
１
４
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上
水
道

新
規
指
定
工
事
業
者（
上
水
道
）

　

新
た
に
１
業
者
を
村
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
（
合
計

73
業
者
）。

業
者
名　

上
原
水
道
建
設
株
式
会
社

所
在
地	

河
内
長
野
市
三
日
市
町
２

１
５
番
地
の
５
号

☎
�
６
５
０
９

　

給
水
装
置
工
事
の
申
し
込
み
、
修

繕
な
ど
は
、
指
定
工
事
業
者
へ
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

募
　
　
集

南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会
は
、
南
河

内
地
域
（
６
市
２
町
１
村
）
に
住
む

人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
、
そ

の
普
及
発
展
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー

ツ
精
神
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
っ
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
２
月
１
日（
日
）

場
所　

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
リ
バ
テ
ィ

ー
教
団
（
Ｐ
Ｌ
）
本
庁
内
コ
ー
ス

対
象　

南
河
内
地
域
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

費
用　

１
チ
ー
ム
４
千
円
（
保
険
料

含
む
）

区
間　

６
区
間　

申
込
方
法　

11
月
28
日（
金
）ま
で
に
、

費
用
と
印
鑑
を
持
参
し
、教
育
課（
く

す
の
き
ホ
ー
ル
）
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

寄
　
　
付

寄
付（
一
般
）

　

第
３
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in 

千
早
赤
阪
村
の
収
益
分
と
し
て
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
は
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

C.A
.V
.Com

m
unications　

様

（
富
田
林
市
西
板
持
町
５
丁
目
４
８

２-

２
）

５
千
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
人
事
財
政
課

催
　
　
し

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト

南
河
内
生
涯
学
習
広
域
講
座

「
南
河
内
郷
土
探
訪
」～
南
河
内
の

遣
隋
使
・
遣
唐
使
～

　

大
阪
府
・
市
町
村
生
涯
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク

（
南
河
内
９
市
町
村
で
構
成
）
で
は
、

「
南
河
内
郷
土
探
訪
」
～
南
河
内
の

遣
隋
使
・
遣
唐
使
～
を
統
一
テ
ー
マ

に
講
座
を
行
い
ま
す
（
全
３
回
）。

　

地
域
ゆ
か
り
の
大
学
教
授
、
博
物

館
長
や
専
門
家
が
講
師
と
な
っ
て
、

南
河
内
の
歴
史
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

な
視
点
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象　

全
３
回
の
講
座
に
参
加
で
き

る
人
（
他
府
県
か
ら
の
参
加
も
で
き

ま
す
）

定
員　

１
２
０
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

費
用　

５
０
０
円
（
全
３
回
分
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、住
所
、

郵
便
番
号
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
電
話
番
号
と
返
信
用
宛
先
を

明
記
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
枚
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
申
し
込

み
で
き
ま
す
。
２
人
で
申
し
込
む
場

合
は
、
別
途
２
人
の
住
所
、
郵
便
番

号
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

12
月
12
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
５-

０
０
４
１　

　

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
２
６
３
番
地

　

�

千
早
赤
阪
村
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
課
「
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
南
河
内

２
０
１
４
」
係

　

☎
�
１
３
０
０

お
は
な
し
会

日
時　

11
月
20
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
50
分

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園
遊
戯
室

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

平
成
26
年
度
村
民
大
学

歴
史
講
座
の
お
知
ら
せ

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
回
３
０
０
円

受
付　

随
時
（
先
着
順
）

※�

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除

く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

備
考　

村
外
の
人
で
も
受
講
で
き
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

※�

く
す
の
き
ホ
ー
ル
窓
口
で
も
直
接

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回 講座日時 テーマ 講　　師

６ 11月12日（水）
午後２時～４時 博物館へのすすめ 大阪大谷大学

名誉教授　中村　浩氏

７ 12月10日（水）
午後２時～４時

考古学と自然科学①
科学の力で年代を知る 村教育課職員

回 日　時 テーマ 講　師 場　所

１
平成27年
２月10日（火）
午後２時～４時

井真成について
―その出自と環境を考える―

上田　睦さん
（藤井寺市教育委員会
文化財保護課長）

藤井寺市立
生涯学習センター

「アイセル・シュラホール」

２
平成27年
２月17日（火）
午後２時～４時

海を渡った南河内の人たち
来村　多加史さん

（阪南大学国際観光学部
教授）

羽曳野市立市民会館
大ホール

３
平成27年
２月24日（火）
午後２時～４時

高向玄理とその時代
太田　宏明さん

（河内長野市教育委員会
ふるさと交流課）

河内長野市立
市民交流センター
「キックス」４階
イベントホール

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今
日
の
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
大
阪
空
襲
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

８
月
２
日（
土
）～
７
日（
木
）
場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

費
用　

無
料
〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催
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ビ
リ
に
も
な
る
し
‥
」
と
い
う
「
言
い

訳
」
を
準
備
し
て
、
退
院
し
て
二
日
後

に
は
、
電
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
、

大
学
の
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
出
か
け
て

い
ま
し
た
。松
葉
づ
え
、背
中
に
リ
ュ
ッ

ク
、
半
パ
ン
に
ギ
プ
ス
と
い
う
、
い
か

に
も
、「
皆
さ
ま
、
宜
し
く
」
と
い
っ

た
出
で
立
ち
で
す
。

　

以
来
、
い
ざ
動
い
て
み
る
と
、
道
路

や
通
路
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
、
凹

凸
や
傾
斜
、
障
害
物
が
結
構
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
地
面
が
少
し
濡
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
ヒ
ヤ
ッ
と
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、電
車
、

バ
ス
の
乗
降
に
は
や
は
り
細
心
の
注
意

が
必
要
で
し
た
。
Ｅ
Ｖ
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
あ
た
り
に
見
つ
か
ら
ず
、
長
い

階
段
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
昇
降
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
や
身

体
の
不
自
由
な
方
が
外
出
さ
れ
る
時
の

不
安
な
気
持
ち
の
一
端
を
実
感
し
た
気

が
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
で
、「
使

い
や
す
い
な
あ
」「
工
夫
さ
れ
て
い
る

な
あ
」
と
感
じ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

Ｅ
Ｖ
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
移
動
手

段
と
し
て
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
し
、
自
動
ド
ア
は
松
葉
づ
え
を
持
ち

替
え
る
必
要
が
な
く
て
と
て
も
助
か
り

ま
し
た
。
多
機
能
ト
イ
レ
は
内
部
が
広

く
、
手
す
り
や
ボ
タ
ン
が
う
ま
く
配
置

さ
れ
て
い
て
、
車
い
す
の
時
で
も
、
松

葉
づ
え
の
時
で
も
安
心
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高
さ
の
違
う

階
段
の
手
す
り
や
通
り
や
す
い
幅
広
の

駅
の
改
札
機
も
「
や
さ
し
い
な
」
と
感

じ
ま
し
た
。

　
「
身
を
も
っ
て
知
る
」
と
い
う
こ
と

ば
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
経
験
は
、

私
に
と
っ
て
真
に
得
難
い
経
験
で
し

た
。
町
の
あ
ち
こ
ち
で
普
段
な
ら
気
づ

か
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
し
、

痛
々
し
い
私
の
姿
に
、
温
か
く
、
そ
れ

で
い
て
、
ご
く
自
然
な
心
配
り
に
も
た

く
さ
ん
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
ゆ
っ
く
り
で
い
い
で
す
よ
。
皆
さ

ん
、
待
っ
て
下
さ
い
ま
す
か
ら
」
と
声

を
か
け
て
下
さ
っ
た
バ
ス
の
運
転
手
さ

ん
、
勉
強
し
て
い
た
の
に
立
ち
上
が
っ

て
席
を
譲
っ
て
く
れ
た
高
校
生
、
昼
ご

は
ん
に
買
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
牛
乳

を
背
中
に
回
っ
て
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て

く
れ
た
パ
ン
屋
の
店
員
さ
ん
、そ
し
て
、

エ
レ
ベ
ー
タ
の
開
ボ
タ
ン
を
押
し
て
下

さ
っ
た
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

方
々
‥
。皆
さ
ん
の
心
配
り
に
よ
っ
て
、

不
安
な
気
持
ち
が
ど
れ
ほ
ど
和
ら
い
だ

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
私
自
身
の

行
動
と
し
て
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
夏
の
私
の
「
痛
い
」

思
い
出
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。

　

八
月
二
十
七
日
の
こ
と
、
私
は

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
転
倒
し
足

首
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
正
確

に
は
、「
左
足
首
関
節
外が

い

果か

骨
折
」、
患

部
に
転
位
（
骨
の
ズ
レ
）
が
見
ら
れ
る

た
め
手
術
が
必
要
と
の
診
断
で
し
た
。

二
十
九
日
、
腰よ

う
つ
い椎

麻
酔
、
い
わ
ゆ
る
、

下
半
身
麻
酔
に
よ
り
、
患
部
を
切
開
し

転
位
を
修
復
し
て
プ
レ
ー
ト
と
ボ
ル
ト

に
よ
っ
て
骨
を
固
定
す
る
手
術
を
受
け

ま
し
た
。

　

足
指
の
付
け
根
か
ら
ひ
ざ
下
ま
で
ガ

チ
ッ
と
ギ
プ
ス
が
巻
か
れ
、
そ
の
日
か

ら
車
い
す
と
松
葉
づ
え
の
入
院
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

骨
折
し
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
普
段

な
ら
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
で
も
、

動
作
を
す
る
前
に
、「
勇
気
」
と
「
思

い
き
り
」が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、「
頑
張
れ
！
」
と
励
ま
し
て
く

れ
る
家
族
や
友
人
の
顔
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま
し

た
。

　

十
二
日
間
の
入
院
生
活
を
終
え
、
い

よ
い
よ
退
院
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
退

院
前
は
「
こ
の
際
、
じ
っ
く
り
静
養
し

よ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ

退
院
す
る
と
、「
骨
折
前
に
決
め
て
い

た
予
定
を
こ
な
し
た
い
。」
と
い
う
思

い
の
方
が
強
く
な
り
ま
し
た
。「
リ
ハ

人
　
　
権

12
月
人
権
週
間
に
お
け
る
人
権

啓
発
事
業
の
お
知
ら
せ

　

12
月
４
日（
木
）か
ら
10
日（
水
）ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国

で
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

村
で
も
、
人
権
問
題
を
身
近
な
問

題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
人
権
週
間
の
行
事
を
実
施
し
ま

す
。

○�

「
人
権
を
考
え
る
村
民
の
つ
ど
い
」

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
表
彰
式

＆
映
画
上
映
会

日
時　

12
月
14
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容　

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
表

彰
式
＆
映
画
「
青
い
鳥
」
上
映
会

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※�

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○�

第
34
回
人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
お

よ
び
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示

期
間　

12
月
４
日（
木
）～
14
日（
日
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー

○
特
設
人
権
相
談
開
設

　

人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
直
接
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
つ
い
て
の
秘

密
は
、
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

12
月
９
日（
火
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

人
権
擁
護
委
員

•

田
中
鈴
代
（
小
吹
68-

８
８
９
）

　

☎
�
７
３
８
７

•

西
浦
玲
子
（
吉
年
２
６
０
）

　

☎
�
０
３
８
２

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

～
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
そ
う
～

　

毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
を

行
い
ま
す
。

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
、
職
場
な
ど
に
お

け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
間

中
は
関
係
機
関
が
連
携
、
協
力
し
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め

の
意
識
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇�

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

設
置
し
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
⑲

こ
の
夏
の
「
痛
い
」
思
い
出
か
ら

恩
知
　
忠
司（
大
阪
教
育
大
学
）
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スポーツ施設情報システムについて
　平成27年１月から社会体育施設を対象にしたスポーツ施設情報システムを導入します。事前に利用者登録をするこ
とによって、体育施設のネット予約が可能となり、使用料についても口座振替による後払いとなります。利用者登録
については、12月２日（火）から、海洋センター窓口にて受け付けます。
※現在の窓口申請は継続して行います。
１．利用者登録について

　本システム指定金融機関にて、預金口座振替依頼書を提出していただき、お客様控に確認印をもらってください。
利用者登録申請書と構成員表（団体登録のみ）を添えて、海洋センター窓口へ提出してください。
２．登録料などについて

　利用者登録は３年間有効で、更新期日までに利用者登録の廃止手続きがなければ自動的に更新されます。
〈問い合わせ〉千早赤阪村Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎�7183

い
。

☎
０
５
７
０（
０ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ

７
０
）の

８ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

日
時　

11
月
17
日（
月
）～
23
日（
祝
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※�

22
日（
土
）・
23
日（
祝
）は
午
前
10

時
～
午
後
５
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
06（
６
９
４
２
）
９
４
９
６

南
河
内
男
女
共
同
参
画

社
会
研
究
会
講
演
会

　

南
河
内
３
町
村
合
同
に
よ
る
男
女

共
同
参
画
社
会
研
究
会
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日（
水
）
午
後
２
時

～
３
時
30
分
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

題
目　
「
ゴ
ス
ペ
ル
とB

ig M
am
a

と
呼
ば
れ
た
女
た
ち
」 

講
師　

ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
＆
シ
ン

ガ
ー
ソ
ウ
ル
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

H
anna Bunya

（
文
屋　

範
奈
）さ
ん

定
員  

３
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

消
費
者
相
談

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑲

条
件
の
良
い
物
件
だ
と
思
っ
た
ら

　

転
勤
に
伴
い
、
職
場
に
近
い
ア

パ
ー
ト
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
で
検
索
し
、
駅
に
近
く
築

年
数
も
浅
い
お
手
ご
ろ
物
件
を
見
つ

け
た
の
で
、
仲
介
の
不
動
産
業
者
に

該
当
物
件
を
契
約
し
た
い
旨
を
告

げ
、来
店
予
約
ま
で
し
た
の
で
す
が
、

当
日
、「
他
で
先
に
申
し
込
み
済
み

に
な
っ
た
の
で
紹
介
で
き
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
ち
ま
す

が
、
こ
の
物
件
は
、
ま
だ
不
動
産
業

者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た

ま
ま
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
お
と
り
物

件
」
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
す
か
？

過
去
に
も
多
く
の
相
談
が
あ
り
ま
す

　

不
動
産
賃
貸
に
お
け
る
「
お
と
り

物
件
」
は
、
古
く
か
ら
相
談
も
多
く

寄
せ
ら
れ
る
１
つ
で
す
。
ひ
と
口
に

「
お
と
り
物
件
」
と
言
い
ま
す
が
、

次
の
３
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

①�

不
動
産
が
存
在
し
な
い
た
め
、
実

際
は
取
引
で
き
な
い
不
動
産
（
実

在
し
な
い
住
所
・
地
番
を
掲
載
し

た
物
件
、
い
わ
ゆ
る
架
空
物
件
）

②�

不
動
産
は
存
在
す
る
が
、
取
引
対

象
と
な
り
得
な
い
不
動
産
（
売
約

済
み
物
件
、
他
人
が
す
で
に
居
住

し
て
い
る
物
件
）

③�

不
動
産
は
存
在
す
る
が
、
取
引
す

る
意
思
が
な
い
不
動
産
（
希
望
者

に
他
の
物
件
を
勧
め
る
な
ど
、
当

該
物
件
の
取
引
に
応
じ
な
い
）

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
景
品
表
示
法

上
の
違
反
行
為
で
す
。

　

消
費
者
が
景
品
表
示
法
上
の
違
反

行
為
と
思
わ
れ
る
事
態
を
見
聞
き
し

た
場
合
、
消
費
者
庁
ま
た
は
都
道
府

県
が
設
置
す
る
景
品
表
示
法
違
反
被

疑
情
報
提
供
フ
ォ
ー
ム
な
ど
か
ら
該

当
事
実
に
つ
い
て
申
告
す
る
こ
と
で

行
政
機
関
へ
の
情
報
提
供
・
通
知
と

な
り
ま
す
。

　

不
動
産
業
者
が
、
各
地
の
不
動
産

公
正
取
引
協
議
会
の
会
員
で
あ
る
場

合
、
広
告
内
容
に
つ
い
て
問
題
が
あ

れ
ば
、
協
議
会
の
相
談
窓
口
に
通
知

す
る
こ
と
も
有
用
で
す
。

　

公
正
競
争
規
約
な
ど
を
運
用
す
る

業
界
団
体
で
は
、
取
引
健
全
化
を
目

的
と
し
て
、
規
約
違
反
に
対
し
、
数

百
万
円
に
の
ぼ
る
高
額
な
課
徴
金
制

度
を
運
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

事
態
を
申
し
出
る
こ
と
は
有
用
で

す
。
不
動
産
業
者
は
、
加
盟
し
て
い

る
業
界
団
体
の
表
示
義
務
が
あ
る
の

で
、
確
認
も
容
易
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
、
お
近
く
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

登録区分 登録条件 システム受付対象施設 登録時必要書類など

個人登録 16歳以上
•海洋センター
　（ミーティングルームのみ）
•テニスコート

•利用者登録申請書
•預金口座振替依頼書
•団体登録構成員表（団体登録のみ）
•本人確認ができる書類（運転免許証など）
•通帳
•利用届出印

団体登録 ５人以上で構成され、
代表者が20歳以上 全施設

登録料 更新料 再交付料
５００円 ３００円 ２００円

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間
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健
　
　
康

「
今
か
ら
始
め
る
！
健
康
力
up
術
」

参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up（
ア
ッ
プ
）

す
る
た
め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る

食
事
や
運
動
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先

着
順
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
の
人
は
１
５
０
円
）

※�

調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０

０
円
が
必
要
で
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

★
健
康
的
な
若
さ
キ
ー
プ
術

「
若
さ
を
キ
ー
プ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

11
月
18
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

「
若
さ
キ
ー
プ
の
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー

料
理
」〈
実
演
見
学
・
試
食
〉

•

変
わ
り
バ
ー
グ

•

昆
布
茶
サ
ラ
ダ

日
時　

11
月
25
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

★
健
康
力
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
術
」〈
調
理
実
習
〉

•

シ
ー
フ
ー
ド
グ
ラ
タ
ン

•

ゆ
ず
ド
レ
サ
ラ
ダ

•

ほ
う
れ
ん
草
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

日
時　

12
月
16
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
ご
ろ

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

12
月
24
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

子
宮
頸
が
ん
検
診
が
指
定

医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
問
診
・
視

触
診
・
子
宮
の
頸
部
細
胞
診
な
ど
、

や
や
苦
痛
を
伴
う
検
査
で
あ
る
上
、

生
理
中
は
検
査
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
、
集
団
検
診
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

村
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
よ
り
受
診
し
や
す
い

環
境
を
め
ざ
し
、
平
成
26
年
度
か
ら

富
田
林
医
師
会
管
内
の
産
婦
人
科
６

か
所
に
委
託
し
、
各
医
療
機
関
の
診

療
時
間
内
に
検
診
を
受
診
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
受
け
た
こ

と
の
な
い
人
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
に
あ
た
っ
て
は
、事

前
に
健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
１

階
窓
口
）に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

け
ん
こ
う
り
ょ
く
ア
ッ
プ

ま
す
。「
片
」
頭
痛
と
は
い
え
痛
み

は
両
側
の
こ
と
も
あ
り
、
通
常
ズ
キ

ン
ズ
キ
ン
と
し
た
拍
動
性
の
痛
み
で

吐
き
気
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
体
を

動
か
す
こ
と
で
痛
み
は
悪
化
し
ま
す
。

一
部
の
患
者
さ
ん
で
は
頭
痛
の
起
き

る
前
に
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
が
短
時

間
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
片
頭

痛
は
男
性
よ
り
も
圧
倒
的
に
女
性
に

多
く
、
年
齢
が
上
が
る
と
伴
に
症
状

は
軽
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
も
と
も
と
遺
伝
的
な
な
り
や
す

さ
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
慢
性
的
な
頭
痛
は
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
も
の
で
す

が
、
幸
い
命
に
か
か
わ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
に
応
じ
た
薬
や

対
処
法
（
例
え
ば
片
頭
痛
で
は
安
静

に
、
緊
張
型
で
は
む
し
ろ
軽
い
運
動

を
す
る
な
ど
）
が
あ
る
の
で
自
分
な

り
に
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
数
は
少
な
い
の
で
す

が
す
ぐ
に
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い
頭

痛
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
頭
の

痛
み
方
や
そ
の
起
こ
り
方
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

○�

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
頭
痛

○�

短
時
間
の
う
ち
に
痛
み
が
最
大
に

な
る
頭
痛

○�

そ
の
時
に
何
を
し
て
い
た
か
は
っ

き
り
言
え
る
ぐ
ら
い
突
然
に
起
こ

る
頭
痛

○�

睡
眠
中
に
痛
み
が
増
し
、
痛
み
で

目
が
覚
め
る
頭
痛

○�

頭
を
振
る
と
痛
み
が
増
す
、
痛
く

て
首
が
回
せ
な
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
症
状
の
場
合
、
く
も
膜
下
出
血
や

髄
膜
炎
、
脳
腫
瘍
な
ど
の
頭
の
中
の

重
大
な
病
気
の
可
能
性
が
あ
り
、
念

の
た
め
医
療
機
関
へ
の
早
め
の
受
診

が
必
要
に
な
り
ま
す
。　

　

最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
頭

痛
薬
を
漫
然
と
服
用
す
る
こ
と
で
か

え
っ
て
頭
痛
が
慢
性
化
し
て
し
ま
う

「
薬
物
乱
用
頭
痛
」
で
す
。
こ
れ
は

い
わ
ば
頭
痛
薬
を
連
用
し
た
結
果
、

薬
が
効
き
に
く
く
な
っ
た
状
態
の
こ

と
で
、
特
に
片
頭
痛
は
そ
の
特
効
薬

を
３
か
月
以
上
、
月
に
10
日
以
上
服

用
す
る
こ
と
で
症
状
が
慢
性
化
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機

関
で
処
方
さ
れ
た
薬
は
決
め
ら
れ
た

用
量
を
守
り
、
そ
れ
で
も
効
か
な
い

と
き
は
速
や
か
に
再
度
相
談
し
、
特

定
の
薬
に
頼
り
す
ぎ
な
い
対
処
法
を

見
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

　
　
　
　
　
　

医
師　

大
澤　
佳
代

　

頭
痛
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
は
案
外

多
い
も
の
で
す
。
な
か
で
も
感
染
症

に
伴
う
一
時
的
な
頭
痛
は
よ
く
見
ら

れ
、
た
と
え
ば
風
邪
を
ひ
い
た
と
き

の
頭
痛
な
ど
は
誰
し
も
経
験
が
あ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
繰

り
返
し
起
こ
っ
て
、
患
者
さ
ん
を
困

ら
せ
る
「
緊
張
型
頭
痛
」
や
「
片
頭

痛
」
な
ど
の
慢
性
的
な
頭
痛
が
日
常

の
診
療
で
は
し
ば
し
ば
問
題
に
な
り

ま
す
。

　

緊
張
型
頭
痛
は
頭
痛
の
原
因
の
実

に
７
～
８
割
を
占
め
て
お
り
、
日
本

の
成
人
の
約
２
割
が
悩
ん
で
い
る
あ

り
ふ
れ
た
病
気
で
す
。
俗
に
「
肩
こ

り
か
ら
く
る
頭
痛
」
と
も
呼
ば
れ
、

各
種
の
ス
ト
レ
ス
を
き
っ
か
け
に
頭

や
首
の
筋
肉
が
収
縮
す
る
こ
と
で
起

こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
典
型

的
に
は
頭
の
両
側
の
重
い
感
じ
の
痛

み
で
、
そ
の
頻
度
や
持
続
時
間
は
患

者
さ
ん
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
で
痛
み
が
増
す
こ

と
は
あ
ま
り
な
く
、
年
齢
的
に
は
中

高
年
に
、
性
別
で
は
や
や
女
性
に
多

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

片
頭
痛
は
成
人
の
１
割
弱
に
見
ら

れ
、
脳
の
外
側
に
あ
る
血
管
が
痛
み

物
質
で
刺
激
さ
れ
る
こ
と
で
起
こ
り

『
た
か
が
頭
痛
、さ
れ
ど
頭
痛
』
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

お
知
ら
せ

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬

変
や
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
を

受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。　

検
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•
村
国
保
診
療
所（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•
村
国
保
千
早
診
療
所

•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①�

平
成
26
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る

人　
②�

平
成
26
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相

当
す
る
検
診
を
受
け
た
事
が
な
い

人
③�

平
成
26
年
度
の
特
定
健
診
な
ど
に

お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異
常
が
あ

る
人　
　
　
　

内
容　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　
　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

５
０
０
円（
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

※�

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
健
康
福
祉

課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
窓
口
）

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

平
成
27
年
３
月
20
日

（
金
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関
へ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

40
歳
の
人
に
は
、
４
月
末
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
の
案
内
と
と
も
に
受
診

券
と
問
診
票
を
個
別
郵
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

予
防
接
種

期
間　

平
成
27
年
１
月
31
日（
土
）ま

で場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪

村
・
富
田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
・

大
阪
狭
山
市
）

※�
指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

対
象　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

①
65
歳
以
上
の
人

②�

60
～
64
歳
で
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
の
障
が
い
の
あ
る
人
の
う
ち
、

接
種
を
希
望
す
る
人

費
用　

１
千
円
（
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
）

※�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が
免

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康

福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
窓

口
）
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

備
考　

•
�

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

•
�

予
約
の
要
否
な
ど
は
事
前
に
医
療

機
関
へ
確
認
く
だ
さ
い
。

•
�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認

で
き
る
物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

•
�

施
設
に
入
所
中
ま
た
は
病
院
に
入

院
中
の
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

環
境
衛
生

野
焼
き
・
野
積
み
・
不
法
投
棄
、

し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
ゆ
る
さ

な
い
！

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
、
崩
れ
そ
う
な

ほ
ど
に
廃
棄
物
を
積
み
上
げ
る
野
積

み
、
そ
し
て
不
法
投
棄
は
、「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄

な
ど
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
に
は
、

日
頃
か
ら
適
正
に
土
地
な
ど
の
管
理

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
土
地
の

所
有
者
・
管
理
者
は
管
理
を
徹
底
し
、

野
積
み
や
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
環

境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

大
阪
府
産
業
廃
棄
物
指
導
課

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
７
２

•
�

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

検
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
２
月
28

日（
土
）ま
で

対
象　

受
診
日
現
在
、
20
歳
以
上
の

和
暦
で
奇
数
年
生
ま
れ
の
人

※�

た
だ
し
、
偶
数
年
生
ま
れ
で
も
昨

年
度
受
診
し
て
い
な
い
人
は
受
診

で
き
ま
す
。

内
容　

内
診
・
子
宮
頸
部
細
胞
診（
子

宮
体
部
細
胞
診
は
必
要
者
の
み
実
施

可
能
）

受
診
で
き
る
回
数　

２
年
（
年
度
）

に
１
回

受
診
料　

１
千
円

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査

健
診
実
施
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関
（
富
田
林

歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診･

口
腔
内
診
査･

結
果

説
明

受
診
料　

無
料

申
込
期
間　

平
成
27
年
３
月
20
日

（
金
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電
話
で
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間

◆
一
般
書

荒
神　
　
　
　
　
　
（
宮
部
み
ゆ
き
）

神
の
子
（
上
・
下
）　　
　
（
薬
丸
岳
）

後
妻
業　
　
　
　
　
　
（
黒
川
博
行
）

緋
の
天
空　
　
　
　
　
　
（
葉
室
麟
）

か
わ
う
そ　
　
　
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

炎
を
薙
ぐ　
　
　
　
　
　
（
池
永
陽
）

ラ
ス
ト
レ
タ
ー　
　
（
さ
だ
ま
さ
し
）

笹
の
船
で
海
を
渡
る　
（
角
田
光
代
）

岳
飛
伝
10　
　
　
　
　
（
北
方
謙
三
）

レ
ミ
ン
グ
ス
の
夏　
　
（
竹
吉
優
輔
）

朝
の
霧　
　
　
　
　
　
（
山
本
一
力
）

エ
デ
ン
の
果
て
の
家　
　
（
桂
望
実
）

酔
い
ど
れ
て
候
３　
　
　
（
稲
葉
稔
）

マ
ッ
サ
ン
と
リ
タ　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

モ
ン
ス
タ
ー
ズ　

現
代
ア
メ
リ
カ
傑

作
短
編
集　

死
を
悼
む
動
物
た
ち

　
　
　
（
バ
ー
バ
ラ
・
Ｊ
・
キ
ン
グ
）

シ
ニ
ア
の
簡
単
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　

１
人
分
ご
は
ん

目
を
温
め
れ
ば
視
力
は
良
く
な
る
！

絵
手
紙
の
年
賀
状

一
度
は
行
っ
て
み
た
い
花
の
絶
景

◆
児
童
書

い
の
ち
の
花　
　
　
（
綾
野
ま
さ
る
）

う
ん
ち
は
ど
こ
へ
い
く
の
？

※�

図
書
室
の
休
室
日
は
、
毎
週
月
曜

日
、
祝
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を
!!

　

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の

新
鮮
な
輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る

の
は
、
献
血
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
贈

り
物
。
あ
な
た
の
勇
気
が
大
き
な
力

と
な
っ
て
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
の
上
、
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
場
所　

11
月
12
日（
水
）

•

小
吹
台
連
絡
所
前

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

•

村
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
は

お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て

の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に

よ
り
発
生
す
る
「
煙
」
や
「
熱
」
を

感
知
し
て
、「
警
報
音
」
ま
た
は
「
音

声
」
な
ど
で
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

な
ぜ
設
置
す
る
の
？

　

も
し
誰
も
い
な
い
部
屋
や
就
寝
中

に
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
気
付
く

の
が
遅
れ
、
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
火
災
の
発
生
を
す
ば
や

く
察
知
で
き
れ
ば
、
い
ち
早
く
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
、
命
が
助
か
る
可

能
性
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

す
べ
て
の
寝
室
と
２
階
以
上
に
寝

室
が
あ
る
場
合
は
、
階
段
部
分
に
も

必
要
で
す
。

　

台
所
に
は
「
熱
式
」
の
感
知
器
を

お
す
す
め
し
ま
す
（
台
所
部
分
は
義

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
を
お

す
す
め
し
ま
す
）。

　

設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
、
早

期
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
さ
れ
て
い
る
人
へ

•
�

説
明
書
、
保
証
書
は
必
ず
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

•
�

説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
警
報

器
の
点
検
は
忘
れ
ず
に
。

　

な
お
、
12
月
に
村
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
各
地
区
を
通
じ
て
一
住
宅

に
一
つ
ず
つ
火
災
警
報
器
を
配
付
す

る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
村
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
㉕
７
４
０
０

•

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈11月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）
日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

５ 水 午前10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）
７ 金 ★ 午前10時～10時30分

地域子育て支援センター
げんき親子体操

８ 土 午前９時～午後５時
げんき保育園制作展

９ 日 午前９時～正午

11 火 ★ 午前９時20分集合
午前11時20分帰園 錦織公園（水辺の里） バスでおでかけ

（費用　バス代 200円）
12 水 ★ 午前10時30分～11時 地域子育て支援センター 英語あそび・発育測定
18 火 午前10時～ 小吹台第１ちびっこ広場 ニコニコタイム（雨天中止）

19 水 ★ 午前10時～11時
地域子育て支援センター

フラワーアレンジメント教室
（費用　材料費 500円）

26 水
午前10時～

クリスマス制作
28 金 風船あそび

今月の一押し　�　フラワーアレンジメント教室　�生花を使ったクリスマスリースの制作を予定しています。ぜひ、ご参加ください。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
も
う
い
い
か
い
火
を
消
す
ま
で
は

ま
あ
だ
だ
よ
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
季
節

を
迎
え
、
防
火
の
重
要
性
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
11
月
９
日（
日
）

か
ら
15
日（
土
）ま
で
の
間
、
全
国
一

斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、「
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
、
火
災
防
止
対
策
を
重
点
に
巡

回
広
報
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本

　

部
予
防
課　

☎
㉕
７
４
０
０

防
火
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
・

入
選
作
品
お
よ
び
富
田
林
市

防
火
標
語
決
定

　

防
火
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
富
田

林
市
消
防
本
部
と
防
火
協
会
が
「
火

の
用
心
」
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
管

内
（
富
田
林
市
・
太
子
町
・
千
早
赤

阪
村
）
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
７
９
５
点
の
応
募
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
２
点
、
入
賞
・
入
選

81
点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
は
北
村
空
輝
さ
ん
（
伏
山
台

小
学
校
５
年
生
）
と
松
尾
龍
成
さ
ん

（
喜
志
中
学
校
３
年
生
）
の
作
品
で
、

こ
の
２
点
を「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
採
用
し
、
公
共

施
設
や
事
業
所
な
ど
に
掲
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
年
ご
と
に
募
集
し
て
い

る
防
火
標
語
も
決
ま
り
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
は
甲
田
に
在
住
の
澤
田
正
子

さ
ん
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
火
の
用

心　

目
く
ば
り
気
く
ば
り　

笑
顔
の

家
庭
」
で
、
同
作
品
は
、
５
年
間
富

田
林
市
防
火
標
語
と
し
て
防
火
啓
発

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
防
火
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

北
村
空
輝
さ
ん（

伏
山
台
小
学
校
５
年
）

松
尾
龍
成
さ
ん（
喜
志
中
学
校
３
年
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本

　

部
予
防
課　

☎
㉕
７
４
０
０

南
河
内
環
境
事
業
組
合

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、
残ざ
ん

滓し

運
搬
処
理
業
務
委
託
の
条
件
付
一

般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。
参
加
資

格
申
請
は
組
合
第
１
清
掃
工
場
に
て

配
布
の
提
出
要
領
に
基
づ
き
作
成

し
、
11
月
４
日（
火
）か
ら
17
日（
月
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
30

分
～
正
午
と
午
後
１
時
～
５
時
）
ま

で
の
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
要
件
と
し
て
、
組
合
構
成

市
町
村
に
事
務
所
な
ど
を
設
置
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
条
件
は
提
出
要

領
を
参
照
く
だ
さ
い
。
提
出
要
領
は

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
南
河
内
環
境
事
業

　

組
合
総
務
企
画
課　

☎
㉝
６
５
８
４

　

�http

：//w
w
w
.m
inam

ikaw
achi-

kankyo.or.jp

司
法
書
士
に
よ
る

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

大
阪
青
年
司
法
書
士
会
と
近
畿
司

法
書
士
会
連
合
会
の
共
催
に
よ
り
、

司
法
書
士
に
よ
る
巡
回
無
料
法
律
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日（
祝
）
午
後
１
時

～
４
時
（
予
約
不
要
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
、
河
南
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
か
な
ん
ぴ
あ
）

の
２
か
所
同
時
開
催

相
談
で
き
る
内
容

•
�

相
続
に
よ
る
名
義
変
更
な
ど
の
不

動
産
登
記
手
続

•
�

貸
金
、
賃
貸
借
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、

サ
ラ
金
な
ど
の
民
事
紛
争
に
関
す

る
こ
と

•
�

離
婚
、
離
縁
な
ど
の
身
分
関
係
に

関
す
る
こ
と

•
�

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
財
産

管
理（
成
年
後
見
）に
関
す
る
こ
と

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
青
年
司
法
書

　

士
会　
☎
０
７
２（
６
６
９
）７
８
５
１

農
林
水
産
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
食
品
表
示

に
つ
い
て

　

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品

を
購
入
す
る
と
き
、
食
品
の
内
容
を

正
し
く
理
解
す
る
上
で
重
要
な
情
報

で
す
。

　

近
畿
農
政
局
で
は
、「
食
品
表
示

１
１
０
番
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

に
基
づ
き
食
品
の
不
適
切
表
示
や
不

審
な
食
品
表
示
の
情
報
、
食
品
の
表

示
に
関
す
る
質
問
な
ど
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

食
品
表
示
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、

問
い
合
わ
せ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
食
品
表
示
１
１
０
番
」

☎
06（
６
９
４
１
）９
０
６
３

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

※�

正
午
～
午
後
１
時
お
よ
び
土
・
日

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

第
２
回
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ト
レ
ー
ル
・
ウ
ォ
ー
ク

～
滝
畑
ダ
ム
か
ら
岩
湧
山
の
初
冬
を

楽
し
み
、
紀
見
峠
駅
へ
～

　

初
級
者
を
対
象
に
、
登
山
の
知
識

や
歩
き
方
を
身
に
付
け
、
安
全
で
無

理
な
く
登
山
が
で
き
る
よ
う
基
本
的

な
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

　

疲
れ
な
い
山
の
歩
き
方
や
地
図
の

読
み
方
を
学
び
な
が
ら
、
楽
し
い
登

山
を
案
内
し
ま
す
（
健
脚
向
け
）。

日
程　

12
月
６
日（
土
）

受
付　

午
前
９
時
45
分

集
合
（
受
付
）
場
所　
「
滝
畑
ダ
ム
」

バ
ス
停

※�

河
内
長
野
駅
午
前
９
時
４
分
発
の

定
期
路
線
バ
ス
に
乗
車
の
上
、「
滝

畑
ダ
ム
」
バ
ス
停
に
集
合

対
象　

中
学
生
以
上

行
程　

午
前
10
時
出
発　

ダ
ム
湖
畔

→
ダ
イ
ト
レ
→
岩
湧
山
（
昼
食
）
→

根
古
峰
→
越
ヶ
滝
→
南
海
電
鉄
「
紀

見
峠
駅
」
午
後
３
時
解
散

定
員　

１
０
０
人
（
事
前
申
込
制
・

先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円
（
保
険
代
・
資
料

代
な
ど
）

申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
手
段
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　

11
月
４
日（
火
）～
28
日

（
金
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
ー
ル
活
性
化

実
行
委
員
会

　

☎
㉕
１
１
３
１
（
内
線
２
７
２
）

　
　

㉔
３
２
３
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

m
inam

ikaw
achinotom

idori-g03

　

@
sbox.pref.osaka.lg.jp
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自
衛
官
募
集

○
高
等
工
科
学
校
生
徒

高
校
同
等
教
育

•
�

防
衛
大
学
校
な
ど
へ
の
進
学
機
会

あ
り

•

高
卒
資
格
取
得

国
家
公
務
員
の
身
分
と
待
遇

•

年
２
回
の
ボ
ー
ナ
ス

•
�

週
休
２
日
制
、
祝
日
、
年
末
年
始

休
暇
な
ど

•
�

被
服
類
、
寝
具
、
食
事
、
宿
舎
費

は
無
料

「
学
び
」
が
仕
事

•
�

卒
業
後
は
、高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
、運
用

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
中
卒（
見
込
含
）

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

•
�

推
薦　

11
月
１
日（
土
）～
12
月
５

日（
金
）

•
�

一
般　

11
月
１
日（
土
）～
平
成
27

年
１
月
９
日（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方

　

協
力
本
部　

富
田
林
地
域
事
務
所

　

☎
㉔
３
７
９
９　
　

㉔
３
９
９
９

地
デ
ジ
難
視
対
策
の
各
種

支
援
が
終
了
し
ま
す

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視

対
策
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、

平
成
27
年
３
月
末
を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を

完
了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
本

年
12
月
中
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０（
07
）０
１
０
１

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
！（
平
成

27
年
４
月
１
日
施
行
）

〈
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
〉

ポ
イ
ン
ト
①　

正
社
員
と
差
別
的
取

扱
い
が
禁
止
さ
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
対
象
範
囲
の
拡
大

現
行　

次
の（
１
）～（
３
）す
べ
て
該

当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）職
務
の
内
容
が
正
社
員
と
同
一

（
２
）�人
材
活
用
の
仕
組
み
が
正
社
員

と
同
一

（
３
）�無
期
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る

改
正
後　
（
１
）（
２
）両
方
が
該
当
す

れ
ば
よ
い
。

ポ
イ
ン
ト
②　
「
短
時
間
労
働
者
の

待
遇
の
原
則
」
の
新
設　

　

事
業
主
が
、
雇
用
す
る
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
待
遇
と
正
社
員
の
待

遇
を
相
違
さ
せ
る
場
合
は
、
そ
の
待

遇
の
相
違
は
、
職
務
の
内
容
、
人
材

活
用
の
仕
組
み
、
そ
の
他
の
事
情
を

考
慮
し
て
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
、

広
く
す
べ
て
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
を
対
象
と
し
た
待
遇
の
原
則
の
規

定
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
③　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
を
雇
い
入
れ
た
と
き
の
事
業
主
に

よ
る
説
明
義
務
の
新
設

　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
を
雇
い
入
れ
た
と
き
は
、
実
施
す

る
雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の
内
容
に

つ
い
て
、
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
④　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
の

事
業
主
に
よ
る
体
制
整
備
の
義
務
の

新
設

　

事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
に

必
要
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
労
働
局
雇
用
均
等
室　

　

☎
06（
６
９
４
１
）８
９
４
０

11
月
は「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

府
民
運
動
推
進
月
間
で
す
！

　
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
は
、

府
民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
命
を
大
切

に
す
る
」「
思
い
や
る
」「
感
謝
す
る
」

「
努
力
す
る
」「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
る
」
な
ど
、
時
代
や
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
も
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
『
５
つ
の
こ
こ

ろ
』
を
改
め
て
確
認
し
、
一
人
ひ
と

り
の
行
動
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
呼

び
か
け
る
運
動
で
す
。

　

今
年
度
も
、
推
進
月
間
の
11
月
１

日（
土
）～
３
日（
祝
）に
万
博
記
念
公

園
に
お
い
て
、「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
を
開
催

し
ま
す
。
ブ
ー
ス
出
展
も
行
い
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

参
加
く
だ
さ
い
。

あ
い
言
葉
は
、「
愛
さ
つ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」

（
Ｏ
）
お
は
よ
う

（
Ｓ
）
さ
よ
な
ら

（
Ａ
）
あ
り
が
と
う
で

（
Ｋ
）
こ
こ
ろ
の

（
Ａ
）
握
手

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
教
育
委
員

　

会
事
務
局
教
育
総
務
企
画
課

　

☎
06（
６
９
４
４
）８
０
４
２

　

http

：//kokoro-saisei.jp/

第
62
回
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
表
彰
式
＆
車
い
す
ダ
ン
ス

日
時　

12
月
６
日（
土
） 

午
後
２
時
～

場
所　

大
阪
市
立
阿
倍
野
区
民
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容　

①
作
文
表
彰
式

　
　
　

②
車
い
す
ダ
ン
ス

定
員　

３
０
０
人（
要
予
約・申
込
順
）

費
用　

入
場
無
料

申
込
方
法　

大
阪
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内「
人
権
擁
護
部
か
ら
の
お
知

ら
せ
」（
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
21
日（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三
課

　

☎
06（
６
９
４
２
）９
４
９
２

　
�http

：//houm
ukyoku.m

oj.
go.jp/osaka/fram

e.htm
l

『
と
も
い
き
』～「
第
12
回
共
に

生
き
る
障
が
い
者
展
」
～
開
催

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
楽

し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
。
11
月
15
日（
土
）は
、「
統
合
失

調
症
が
や
っ
て
き
た
」
の
著
者
・
お

笑
い
コ
ン
ビ
「
松
本
ハ
ウ
ス
」
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
ト
＆
ト
ー
ク
、「
障
害

者
の
経
済
学
」
の
著
者
・
中
島
隆
信

教
授
に
よ
る
講
演
会
。
16
日（
日
）の

「
大
阪
府
障
が
い
者
芸
術
・
文
化
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
の
こ
ぎ
り
演
奏

家
の
サ
キ
タ
ハ
ヂ
メ
氏
が
出
演
。
大

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

場
所　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
）（
最
寄
駅
：
泉
北

高
速
鉄
道
「
泉
が
丘
」
駅
）

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
障
が
い
福
祉
室

　

☎
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

　
（
内
線
６
２
７
１
）　

南
河
内
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン

in 

ま
つ
ば
ら
マ
ル
シ
ェ 

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
南
河
内

の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、「
ま
つ
ば
ら
マ
ル
シ
ェ
」
に
出

店
し
ま
す
。
当
日
は
南
河
内
地
域
の

特
産
品
の
販
売
を
は
じ
め
、
各
市
町

村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
着
ぐ
る
み
の
出
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演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

•
11
月
８
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

•

11
月
９
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

松
原
中
央
公
園
（
松
原
市
田

井
城
１-

３
）

※�

松
原
市
「
ま
つ
ば
ら
マ
ル
シ
ェ
」

会
場
内
に
て
開
催
。

内
容

•

南
河
内
地
域
の
特
産
品
の
販
売

•

観
光
冊
子
の
配
布

•
�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
着
ぐ
る
み
の
出
演

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉
華
や
い
で
大
阪
・

　

南
河
内
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議

　

�

会
事
務
局
（
河
南
町
ま
ち
創
造
部

環
境
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）

　

☎
�
２
５
０
０

み
な
み
か
わ
ち
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

第
２
回「
楠
木
正
成
ゆ
か
り
の
地

か
ら
初
冬
の
古
墳
公
園
を
巡
る
」

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
今
な

お
残
る
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
古
墳
、

社
寺
、
文
化
遺
産
な
ど
を
訪
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。	

日
時　

12
月
７
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

※
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～
10
時

受
付
場
所　

大
地
の
里　

友
邦

（
南
海
高
野
線
千
早
口
駅
下
車
徒
歩

約
１
分
）

費
用　

無
料
（
拝
観
料
な
ど
は
自
己

負
担
）

参
加
方
法　

参
加
自
由
（
事
前
申
し

込
み
不
要
）

コ
ー
ス　

南
海
千
早
口
駅
下
車
…
大

地
の
里　

友
邦
（
ス
タ
ー
ト
）
→
薬

師
寺
→
延
命
寺
→
観
心
寺
→
楠
妣
庵

観
音
寺
→
赤
坂
城
跡
眺
望
学
習
公
園

→
馬
場
地
蔵
→
鴨
習
太
神
社
→
寛
弘

寺
古
墳
公
園
→
Ｊ
Ａ
大
阪
南
本
店

（
ゴ
ー
ル
）…
最
寄
駅　

近
鉄
川
西
駅

※
全
行
程
徒
歩
約
14
キ
ロ

参
加
特
典

•
�

参
加
賞
（
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

•
�

完
歩
賞
（
シ
リ
ー
ズ
全
３
回
を
完

歩
し
た
人
全
員
に
賞
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
華
や
い
で
大
阪
・

　

�

南
河
内
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議

会
事
務
局
（
河
南
町
ま
ち
創
造
部

環
境
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）

　

☎
�
２
５
０
０

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ

イ
ベ
ン
ト
情
報

〈
革
の
ク
ラ
ッ
チ
バ
ッ
グ
づ
く
り
〉

　

奥
河
内
を
中
心
に
活
動
す
る
レ

ザ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
佐
々
木
徹
氏

に
よ
る
１
日
教
室
で
す
。
革
の
加
工

が
初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
参
加
い

た
だ
け
ま
す
（
サ
イ
ズ
Ｗ
20
×
Ｄ
16

×
Ｈ
４･

５
㎝
、ス
ト
ラ
ッ
プ
22
㎝
）。

　

同
日
、
地
場
食
材
を
使
っ
た
天
然

酵
母
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
が
並
ぶ
「
森

の
マ
ル
シ
ェ
（
毎
月
第
４
日
曜
開

催
）」
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日（
祝
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

10
人

費
用　

４
５
０
０
円

受
付　

11
月
７
日（
金
）午
前
10
時
～

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http

：//w
w
w
.sinrin.org/foresta/

花
の
文
化
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

も
み
じ
谷
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す

　

12
品
種
約
１
０
０
本
の
色
鮮
や
か

な
も
み
じ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
園
内
全
体
で
は
約
30
品
種
１

５
０
本
の
も
み
じ
が
見
ら
れ
ま
す
。

日
程　

11
月
中
旬
～
12
月
上
旬

寒
蘭
展
開
催

　

東
洋
蘭
の
中
で
際
立
っ
て
品
種
が

多
い
、
香
り
豊
か
な
寒
蘭
の
銘
品
を

展
示
し
ま
す
。

日
程　

11
月
18
日（
火
）～
24
日（
月
）

〇
講
習
会

日
時　

11
月
23
日（
祝
）午
後
１
時
～

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
立
花
の
文
化
園　

　

☎
�
８
７
３
９

金
融
・
経
済
講
演
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

12
月
４
日（
木
）

　
　
　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

場
所　

大
阪
銀
行
協
会
７
階
大
会
議

室（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
３-

３-

５
）

※�

地
下
鉄
谷
町
線
・
中
央
線
「
谷
町

四
丁
目
駅
」
⑥
番
出
口
を
上
が
る

対
象　

府
民
一
般（
定
員
２
０
０
人
）

費
用　

無
料

演
題　
「
金
融
ト
ラ
ブ
ル
被
害
者
の

心
理
～
な
ぜ
高
齢
者
が
危
な
い
の

か
？
～
」

講
師　

西
田　

公
昭
氏（
立
正
大
学
心

理
学
部
対
人・
社
会
心
理
学
科
教
授
）

申
込
方
法　

次
の
記
載
事
項
を
明
記

の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項　

①
12
月
４
日
②
郵
便
番

号
③
住
所　

④
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
質
問
事
項

（
あ
る
人
の
み
）
⑧
こ
の
講
演
会
を

何
で
知
り
ま
し
た
か
？

※�

応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
主
催
者

が
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
ま
す

（
当
講
演
会
入
場
券
の
作
成
・
発

送
、
照
会
対
応
に
利
用
し
ま
す
）。

主
催　

大
阪
府
金
融
広
報
委
員
会

後
援　

大
阪
府
、
金
融
広
報
中
央
委

員
会

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
３
０-

８
６
６
０

　

大
阪
市
北
区
中
之
島
２-

１-

45

　

�

日
本
銀
行
大
阪
支
店
内
大
阪
府
金

融
広
報
委
員
会
事
務
局

　

☎
06（
６
２
０
６
）７
７
４
８

　
　

06（
６
２
３
３
）６
０
８
０

　
　

短
歌
コ
ー
ナ
ー

野
分
と
い
う
風
情
も
な
ん
の
わ
が
国
を
竜
巻
・
豪
雨
・
突
風
襲
う

吉　

岡　

蓁　

子

古
希
の
集
い
知
ら
せ
る
案
内
届
く
朝
紫
苑
の
蕾
少
し
膨
ら
む

菊　

井　

由
起
子

図
書
館
の
本
に
挟
ま
れ
い
た
る
Ｄ
Ｍ
が
旧
知
の
画
家
の
遺
作
展
と
は

松　

田　

美
智
子

穂
の
堅
き
す
す
き
な
れ
ど
も
手
折
り
き
て
今
日
十
五
夜
の
供
花
に
添
え
る

東　

條　

ひ　

ろ

カ
ラ
カ
ラ
と
ド
ロ
ッ
プ
缶
を
振
り
な
が
ら「
螢
の
墓
」を
読
め
と
せ
が
む
子

福　

冨　

悦　

子

隣
家
よ
り
僧
侶
の
読
経
聞
こ
え
く
る
彼
岸
間
近
か
な
涼
や
か
な
朝

田　

村　

富
士
子
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村をより美しく
　10月２日、千早地区老人クラブ内園芸友の会と有志のメンバーにより、千早大橋手前の荒れていた路肩部分に枕
木を固定し、花壇として整備されました。
　10月６日に花を植えて完成し、荒れていた路肩部分が美しく整備されました。

空手道大会

形試合
　幼児の部　　　　　　　優秀賞　　杉本　碧妃
　小学生10級の部　　　　第３位　　外戸口天汰
　小学生８・９級の部　　優　勝　　笹田　思実
　　　　　　　　　　　　第３位　　笹田　夕姫
　小学生６・７級の部　　優秀賞　　樋口　　新
　小学生４・５級の部　　準優勝　　永吉　留衣
　一般段外の部　　　　　優　勝　　辻本　　柾
　一般有段の部　　　　　準優勝　　仙波　弘次
組手試合
　幼児の部　　　　　　　敢闘賞　　杉本　碧妃
　小学生１年女子の部　　優　勝　　木ノ本ゆう

第３回千早赤阪村フリーマーケット
　９月21日、楠公誕生地前広場でChihaya Akasaka Village 
Communications 主催による第３回千早赤阪村フリーマー
ケットが開催されました。
　衣料品や手作り雑貨のお店のほか、アメリカンドッグ、
山の豆腐などフードコーナーの出店も
あり、大勢のお客さんがつめかけ、
とても盛り上がりました。

　９月23日、海洋センターアリーナで第32回千早赤阪村空手道大会が行われました。
　村から出場した選手の主な結果は次のとおりです。

　一般段外の部　　　　　優　勝　　辻本　　柾
　　　　　　　　　　　　準優勝　　松本　貴裕
　一般有段の部　　　　　第３位　　沼田伸之介
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森屋　 植  野　智奈津 さん
＜19歳　さそり座＞

ChinatsuUeno

近況は・・・
　四天王寺大学で保育の勉強をしています。
趣味は・・・
　音楽です。ピアノを演奏したり、聴いたりし
ます。
夢は・・・
　保育の勉強をしているので、子どもと関わる
仕事がしたいです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　高校の友達と会って、たわいない話をしたこ
とが楽しかったです。
思い出のアルバムから・・・

　

千早赤阪村について・・・
　交通の便はあまり良くないですが、自然が多
く良い所だと思います。
次号は・・・
　幼稚園、中学、高校が同じだった浦野達矢く
んです。
浦野くんへメッセージを・・・
　お久しぶりです。
　お元気ですか？

宝くじ助成事業
　小吹台自治会では、会員相互の親睦、地域福祉の増進を図り、
住みよい生活環境をつくり、活発なコミュニティ活動を推進
するため、集会用テントやプロジェクター、草刈機などを購
入しました。
　この事業は、宝くじの普及広報事業の受託事業収入を財源
とする財団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成金を受けて購入しました。

〈問い合わせ〉総務課

森屋　ひがしの　みお　ちゃん
（　東　野　　　　澪　）

　　　　　　　　　　　　　　平成21年12月11日生まれ

	 ひがしの　そう　くん
（　東　野　　　　湊　）

　　　　　　　　　　　　　　平成23年11月３日生まれ
仲が良いのか悪いのかわからない姉弟。
その調子で２人支え合って大きくなってね。

母・友紀さん

伊勢のパル
ケエスパー
ニャに行っ
た時の写真
です。
このポーズ
がマイブー
ムでした。
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療
内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について
•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎720038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎740240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

健
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種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診
４か月児 健 康 診 査

11月26日㈬
午後１時

～１時10分 平成26年６・７月生

１ 歳 児 健 康 診 査 午後１時15分
～１時25分 平成25年10・11月生

広
場

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

11月10日・17日・
12月１日㈪

11月４日・25日㈫
午前10時

～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談） 11月17日㈪ 午前10時

～11時30分
０～１歳頃までの乳幼児
と保護者

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 11月14日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題など
法律相談を希望する人
（同日に身体やこころの相
談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） 11月25日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など相
談を希望する人

個 別 健 康 栄養相談 11月28日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善し
たい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　類 実施日 受付時間 備　　考

富
田
林
保
健
所　

☎
㉓
２
６
８
１

こころの健康相談 予約制 9：30～12：15
13：00～17：00 電話で問い合わせください。

エ イ ズ に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】第1･3水曜日 13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料で、そのほか手数料が
必要な場合あり。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】 第3水曜日 9：30～10：30 電話で予約必要（先着順、無料）。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第1･3火曜日 10：00～11：00

（対象）•妊娠を希望する女性
•妊娠を希望する女性の配偶者
•妊娠している女性の配偶者  

※ 妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚の
場合は保護者同伴のこと

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制
第１水曜日 11：00～ 電話で問い合わせください。

飲用水 ･ 井戸水検査 毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。電話で予約必要。

（予約先：藤井寺保健所 検査課☎072-952-6165）
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日） 9：30～11：30 検査手数料が必要。

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月～金
（祝日除く）

9：00～12：15
13：00～17：30

例えば、「診療において充分な説明がなく不
安」「○○科のある病院を教えて欲しい」など
医療機関に関する相談を受けています。

健康審査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

11月４日（火）・
７日（金）・11日（火）
14日（金）・18日（火）
21日（金）・25日（火）
28日（金）
12月２日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

11月５日（水）
12月３日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

11月13日（木）
　　27日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 11月20日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） 11月26日（水）

各地区ミゼット車 11月18日（火）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 11月27日（木）予定

千早、東阪、中津原 11月28日（金）予定

心配ごと 11月６日（木）・12月４日（木）

児　　童 11月６日（木）・12月４日（木）

行　　政 11月６日（木）・12月４日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課
（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,791人（－３）
　男　　2,752人（－１）
　女　　3,039人（－２）
世帯数　2,372戸（－２）

９月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう


